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診療科名：外科

Ｋコード 名称 患者数
平均

術前日数
平均

術後日数
転院率 平均年齢

K672-2 腹腔鏡下胆嚢摘出術 50 5.96 7.88 0.00% 67.46

K6335 ヘルニア手術  鼠径ヘルニア 34 1.35 6.24 0.00% 70.53

K6113
抗悪性腫瘍剤静脈内持続注入用植込型カテーテル設置

（頭頸部その他）
30 6.47 18.50 0.04% 68.47

K610-3 内シャント設置術 13 4.62 28.46 0.00% 75.62

K616-4 経皮的シャント拡張術・血栓除去術 13 0.92 3.23 0.00% 76.08

診療科名：人工透析内科

Ｋコード 名称 患者数
平均

術前日数
平均

術後日数
転院率 平均年齢

K616-4 経皮的シャント拡張術・血栓除去術 20 0.00 3.70 0.00% 76.25

K610-3 内シャント設置術 - - - - -

K0842 四肢切断術  上腕、前腕、手、大腿、下腿、足 - - - - -

K654 内視鏡的消化管止血術 - - - - -

K0811 人工骨頭挿入術  肩、股 - - - - -

渓和会江別病院　平成29年度病院指標

胆嚢疾患に対して腹腔鏡下胆嚢摘出術を行っています。また、鼠径ヘルニア手術も多く行っています。
透析患者さんに対してシャント作成やシャントトラブルに対する血栓除去術、化学療法を行うための植込み型カテーテ
ル設置術なども行っています。
内シャント設置術について、在院日数が多い理由として、術後に容態を見ながら継続的に透析治療を実施するケースが
あるためです。
データの集計上、人工透析内科で行う手術が含まれています。

透析患者さんのシャントトラブルに対して血栓除去術、設置術などを行っています。
術後３.７日と短期間での入院で行っています。



診療科名：呼吸器内科

Ｋコード 名称 患者数
平均

術前日数
平均

術後日数
転院率 平均年齢

K6113
抗悪性腫瘍剤静脈内持続注入用植込型カテーテル設置

（頭頸部その他）
- - - - -

K508 気管支狭窄拡張術（気管支鏡によるもの） - - - - -

K509-4 気管支瘻孔閉鎖術 - - - - -

K510
気管支腫瘍摘出術

（気管支鏡又は気管支ファイバースコープによるもの）
- - - - -

K5131
胸腔鏡下肺切除術  肺嚢胞手術
（楔状部分切除によるもの）

- - - - -

診療科名：循環器内科

Ｋコード 名称 患者数
平均

術前日数
平均

術後日数
転院率 平均年齢

K5493 経皮的冠動脈ステント留置術  その他のもの 20 3.15 4.05 0.00% 73.60

K597-2 ペースメーカー交換術 12 2.67 15.17 0.00% 85.67

K5972 ペースメーカー移植術  経静脈電極の場合 11 7.45 11.36 0.04% 83.00

K5491
経皮的冠動脈ステント留置術
急性心筋梗塞に対するもの

- - - - -

K5492
経皮的冠動脈ステント留置術
不安定狭心症に対するもの

- - - - -

今年度は各手術に対して、１０症例を超えることはありませんでした。
呼吸器内科は手術よりも化学療法治療が高い比率で行われています。

狭心症、心筋梗塞の患者さんへの冠動脈ステント留置術が最も多い手術となります。
また、ペースメーカ移植、交換術も多く行っています。徐脈などで失神発作を生じる患者さんなどに適応されます。



診療科名：消化器内科

Ｋコード 名称 患者数
平均

術前日数
平均

術後日数
転院率 平均年齢

K7211 内視鏡的大腸ポリープ・粘膜切除術  (長径２cm未満) 217 0.76 1.56 0.04% 72.94

K654 内視鏡的消化管止血術 25 1.16 18.72 0.18% 73.64

K688 内視鏡的胆道ステント留置術 21 2.38 21.62 0.18% 80.76

K722 小腸結腸内視鏡的止血術 21 2.29 11.67 0.04% 71.38

K721-4 早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術 18 0.89 3.94 0.00% 73.89

診療科名：整形外科

Ｋコード 名称 患者数
平均

術前日数
平均

術後日数
転院率 平均年齢

K0503 腐骨摘出術（足その他） - - - - -

大腸ポリープに対する内視鏡での切除術が最も多く、主に１泊２日で治療を行っています。
胆管の狭窄や閉塞に対して胆道ステント治療を行ったり、消化管の出血に対して止血術を行ったりしています。
また、早期大腸癌に対するＥＳＤ（内視鏡的粘膜下層剥離術）も行っています。
今回上位５項目に含まれておりませんが、早期胃癌に対してのＥＳＤも行っています。

今年度は１０症例を超えることはありませんでした。
平成３０年５月より常勤の医師が勤務しており、入院、手術に対応しています。



診療科名：脳神経外科

Ｋコード 名称 患者数
平均

術前日数
平均

術後日数
転院率 平均年齢

K164-2 慢性硬膜下血腫穿孔洗浄術 28 0.61 15.36 0.35% 79.29

K6092 動脈血栓内膜摘出術  内頸動脈 - - - - -

K1426
脊椎固定術、椎弓切除術、椎弓形成術

（多椎間又は多椎弓の場合を含む。）椎弓形成
- - - - -

K1771 脳動脈瘤頸部クリッピング  １箇所 - - - - -

K178-4 経皮的脳血栓回収術 - - - - -

診療科名：肛門外科

Ｋコード 名称 患者数
平均

術前日数
平均

術後日数
転院率 平均年齢

K7432
痔核手術（脱肛を含む）

（硬化療法（四段階注射法））
- - - - -

K7462 痔瘻根治手術  複雑なもの - - - - -

K7434 痔核手術（脱肛を含む）（根治手術） - - - - -

K7461 痔瘻根治手術  単純なもの - - - - -

K7521 肛門形成手術  肛門狭窄形成手術 - - - - -

慢性硬膜下血腫の患者さんに行う穿孔洗浄術が最も多くなっています。
脳動脈瘤に対するクリッピング術や脊椎に対しての手術も行っています。

今年度は１０症例を超えることはありませんでした。
平成３０年４月より常勤の医師が不在となっています。


